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赤塚四・五丁目地区
景観まちづくりプランの
ご提案いただきました！

板橋区は、赤塚四・五丁目地区の皆

さんと一緒に、地域の景観資源を生

かした「景観まちづくり」に取り組ん

でいます。

これまで、令和５年８月から赤塚四・五丁目地区の景観の魅力について地

域の皆さんに楽しみながら知ってもらう、“ワクワクあかつか Project”として、

まち歩きや寄せ植えワークショップなどを計４回開催し、また、同年１０月

から景観まちづくりについて学ぶ勉強会“フムフムあかつか Project”を計７回

開催し、地区の景観に関する魅力や課題などを検討してきました。

(これまでの経過等は、区ホームページをご覧ください。)

そしてこの度、勉強会の成果や地区内で過去に行ったアンケート結果をも

とに、地区の景観まちづくりの将来像や方向性を示す『赤塚四・五丁目地区

景観まちづくりプラン』をとりまとめいただき、ご提案いただきました。

景観まちづくりプランご提案の様子
令和７年３月２７日に赤塚四・五丁目地区景観まちづくり勉強会か

ら、板橋区長へ「景観まちづくりプラン」のご提案いただきました！

左から、景観審議会池邊副会長、天野会長、

坂本区長、勉強会代表者様(2名)、内池都市整備部長

赤塚支所ギャラリーにて
『令和６年度いたばし景観写真展』
を開催しました！

令和７年３月１０日から令和７年３月２１日まで、赤塚支所１階ギャラリーにて 『令和６年度

いたばし景観写真展』を開催し、あわせて赤塚四・五丁目地区景観まちづくりのこれまでの活動を

まとめたパネルの展示も行いました！

写真展では、「板橋の坂たち」と題して、板橋区内の景観要素の一つとなっている「坂道」に焦

点をあて、周辺との調和や緑豊かな坂道景観を形成している区内の坂道の写真を展示しました！

出口坂 赤パッケ坂

赤塚城跡がある赤塚
公園の山の西側にあ
る坂の上あたりが赤
塚城の大手口にあた
ることから、この名
がついたとされてい
ます。

赤塚溜池公園から赤塚公
園に上るためのコンク
リートの階段。
昔は赤土そのままの崖の
坂であったという。
崖は峡(ハケ)と同義で、こ
の辺りでは訛ってパッケ
と言われていたことから、
赤パッケ坂と呼ばれてい
るそう。
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所在地：赤塚八丁目２１番付近所在地：赤塚四丁目２１番付近

赤塚四・五丁目の
境界です！

過去のニュースも掲載しました！
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板橋区のホームページに、これまでの景観まちづくりの経過や
プラン本編などを掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

(区ホームページが開きます)

赤塚四・五丁目地区の魅力

赤塚四・五丁目地区(以下、本地区)は、既に
景観形成重点地区に指定されている「板橋崖線
軸地区」と隣接し、崖線周辺に点在する神社仏
閣などの歴史的な資源や、崖線をはじめとする
緑豊かな自然があります。

階段

暗渠

崖線

坂道

生垣の緑 小さな緑

大径木崖線の緑

ハレの日農に親しむ神事

清凉寺赤塚氷川神社

板橋崖線による斜面緑地のほかにも複数の
谷筋が見られ、起伏の豊かな地形となってい
ます。

路地や階段、暗渠などの小道は軒先の緑と
の距離も近く、親密感のある街並みを楽しみ
ながら歩くことができるのも魅力の一つで
す！

地区の景観の課題

高低差が大きい地区であるため、開発等に伴う擁壁が多く見られますが、
人工的な素材による無機質で高い擁壁は、圧迫感を与えてしまします。擁
壁の形態や表面の仕上げ、周辺への緑の計画など、圧迫感を軽減する工夫
が求められます。

高低差による眺望の良さが魅力です。
木々によって視界が遮られないよう、くつ
ろぎながら眺望を楽しむことができる視点
場づくりが求められます。

本地区は自然と歴史と文化の里・武蔵野の
香りが今なお残るエリアです。

板橋崖線には貴重な緑地が残されているほ
か、赤塚氷川神社や赤塚乳房大神などには、
長い歴史の中で大切にされてきた大径木があ
り、まちの景観に風格を与える地域の財産と
なっています。

本地区には、農業を中心とした暮らしなど、地区の人たちによって紡がれてきた歴史があ
り、それらを今に伝え、未来につなげていく多くの活動が行われています！

本地区には、赤塚氷川神社
や清凉寺など歴史を感じられ
る資源が点在しています。

農地やかつて水路だった暗
渠などから、田畑が広がる田
園集落であった頃の面影を感
じることができます！

32

本地区では近年宅地開発が進み、農地の転用に合わ
せてみどりの景観が失われつつあります。

外構が無機質な新築住宅が多く、庭先のみどりを積
極的に生み出していく工夫が求められます。

崖線のみどりについては、クズがはびこっていたり、
擁壁になっていたりします。貴重な地域の財産である
保存樹木も越境枝や落ち葉の問題で本来の樹形を残す
ことが難しくなっているケースもみられます。

落ち葉などの維持管理や、みどりを大切にしていく
環境を整えていく必要があります。

プランの対象エリアは、
松月院通り、赤塚体育館
通り、三園通りに囲まれ
ているエリアです！


